
豊能・能勢水道事業（仮称）料金検討部会の設置（案）について 

 

 

豊能水道事業では、令和２年３月に策定した「大阪広域水道企業団経営戦略 2020-2029」

において、令和５年４月に料金改定を予定している。 

また、令和６年４月には、企業団に統合する能勢町水道事業との会計統合を予定している

ため、会計統合後の事業における料金水準や料金体系について検討を行う必要がある。 

市町村域水道事業の料金改定に当たっては、検討項目が多岐にわたることから、経営・事

業等評価委員会に専門部会を設置し、料金改定案の検討過程の段階から、専門的な知見や使

用者代表の意見等をいただきながら、検討を行うこととしたい。 

 

 

◇目的 

豊能・能勢水道事業（仮称）において、今後の会計統合を前提に、適正な料金水準や料

金体系等について検討を行う。 

 

◇組織 

経営・事業等評価委員会の専門部会として設置する。 

（大阪広域水道企業団経営・事業等評価委員会規則 第６条） 

 

◇構成メンバー 

経営・事業等評価委員会の委員及び水道行政、地域活動等において広く見識を有する者

（７名程度） 

 

◇主な検討項目 

○投資・財政計画を踏まえた料金水準について 

 

○現行料金体系の課題と今後のあり方について 

〔料金体系〕 ・料金の負担区分（用途別・口径別） 

       ・基本料金による固定費の回収割合 

    ・従量料金の逓増度 

 

◇スケジュール 

別紙スケジュール（案）のとおり 

 

資料２ 



経営・事業等評価委員会 豊能・能勢水道事業（仮称）料金検討部会 委員構成（案） 

 

【設置根拠】 

大阪広域水道企業団経営・事業等評価委員会規則（抜粋） 

（専門委員） 

第５条 委員会又は次条に規定する部会に、特定の分野に関する審議のため、必要に応じて専 

門委員を置くことができる。 

２ 専門委員は、特定の分野に関し優れた識見を有する者のうちから、企業長が任命する。 

（部会） 

第６条 委員会に、必要に応じて部会を置くことができる。 

２ 部会は、委員長が指名した委員及び専門委員で構成する。 

３ 部会に部会長を置き、部会を構成する者の中から委員長が指名する者がこれに当たる。 

４ 部会長は、部会の会務を総理し、部会における審議の状況及び結果を委員会に報告する。 

 

【経営・事業等評価委員会 委員】 

（五十音順） 

氏 名 所 属 ・ 役 職 

伊藤 禎彦 

上野 精一 

浦上 拓也 

北詰 恵一 

鍬田 泰子 

小牧 規子 

向山 敦夫 

京都大学大学院工学研究科教授 

公認会計士 

近畿大学経営学部教授 

関西大学環境都市工学部教授 

神戸大学大学院工学研究科准教授 

元読売新聞編集委員 

大阪市立大学大学院経営学研究科教授 

 

【経営・事業等評価委員会 豊能・能勢水道事業（仮称）料金検討部会 委員（案）】 

（順不同） 

氏 名 所 属 ・ 役 職 分 野 

（調整中） 

 水道工学 

水道経営 

水道事業 

水道使用者 

水道使用者 

水道使用者 

水道使用者 

 

大学教授等 

水道行政経験者 

使用者代表 

（豊能・能勢） 



大阪広域水道企業団 経営・事業等評価委員会 豊能・能勢水道事業（仮称）料金検討部会 スケジュール（案）

年度・月
令和３年度 令和４年度

10月～12月 １月～３月 ４月～５月 ６月～７月 ８月～９月 10月～11月

豊能・能勢
水道事業（仮称）
料金検討部会

（豊能・能勢部会）
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（※）能勢町水道事業･･･改定後の料金の適用は令和６年度４月（予定）



大阪広域水道企業団 経営戦略2020-2029

大阪広域水道企業団 経営戦略2020-2029の概要

収益的収支 （単位：百万円）

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

収入 616 609 601 675 984 961 952 920 897 930

支出 624 639 657 674 984 960 952 920 896 892

単年度損益 △ 8 △ 30 △ 56 1 0 1 0 0 1 38

資本的収支 （単位：百万円）

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

収入 262 287 249 110 178 211 263 217 226 115

支出 545 540 470 297 643 653 747 663 693 503

資金残高 （単位：百万円）

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

資金残高 315 208 126 154 1,122 958 755 595 422 374

※Ｒ６年度以降は能勢水道事業との会計統合を考慮

【水道事業】

《統合案において当計画期間中に料金改定を予定している事業》

水道事業名

豊能水道事業 令和５年度（20％） 令和11年度（15％）

料金改定時期（改定率）


